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中型いか釣り漁船出港〈道南/八戸〉

練習船「福島丸」出港〈小名浜〉
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第79年度第79年度新任執行部員研修会新任執行部員研修会
新たに執行部員となった１０人が参加新たに執行部員となった１０人が参加

研
修
の
成
果
を
組
合
活
動
で
発
揮

研
修
の
成
果
を
組
合
活
動
で
発
揮

研
修
初
日

　
研
修
初
日
は
、
開
会
式
に
続
く

最
初
の
講
義
で
は
「
総
務
部
の
活

動
」
と
し
て
、
木
村
俊
暁
総
務
部

副
部
長
が
講
師
を
務
め
、
規
約
・

規
則
・
規
定
に
関
し
、
業
務
や
機

関
会
議
、
訪
船
や
交
渉
、
協
定

書
、
確
認
書
な
ど
執
行
業
務
に
必

要
な
用
語
の
説
明
と
総
務
部
の
業

務
内
容
の
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
や
方
法
な

ど
の
講
義
を
受
け
た
。

　
次
に
「
労
働
債
権
・
労
使
紛
争

等
」
で
は
、
田
川
総
合
法
律
事
務

所
の
黒
田
直
行
弁
護
士
を
外
部
講

師
と
し
て
招
き
、
実
例
を
も
と
に

船
舶
先
取
特
権
や
労
使
紛
争
な
ど

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
研
修
生

か
ら
は
会
社
倒
産
前
は
ど
の
よ
う

な
予
兆
が
あ
る
の
か
、
交
渉
時
に

決
算
書
な
ど
会
社
経
営
状
況
が
わ

か
る
資
料
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
―
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。
続
い
て
「
水
産
部
の
活
動
」

と
し
て
、
釜
石
隆
志
水
産
部
専
任

部
長
が
講
師
を
務
め
、
水
産
部
門

の
主
な
組
織
形
成
や
漁
船
漁
業
・

養
殖
業
に
お
け
る
技
能
実
習
制
度

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
初
日
の

講
義
を
終
え
た
。

研
修
２
日
目

　
研
修
２
日
目
の
午
前
中
は
「
広

報
室
の
活
動
」
と
し
て
、
中
本
伸

一
広
報
室
副
室
長
が
講
師
を
務

め
、
船
員
し
ん
ぶ
ん
や
月
刊
「
海

員
」、
記
事
の
書
き
方
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
次
に
「
国
内
部

の
活
動
」
で
は
井
上
寛
信
国
内
部

　
次
に
「
奨
学
金
制
度
運
営
管
理

部
の
活
動
」
と
し
て
、
楠
博
志
奨

学
金
制
度
運
営
管
理
部
部
長
代
理

が
講
師
を
務
め
、
全
日
本
海
員
組

合
奨
学
金
の
貸
与
額
や
返
還
方
法

な
ど
、
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
、

午
前
の
講
義
を
終
了
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
株
式
会
社
社
員

教
育
研
究
所
か
ら
高
田
吉
章
講
師

を
招
き
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

副
部
長
補
が
講
師
を
務
め
、
国
内

部
門
を
取
り
巻
く
諸
課
題
や
カ

ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制
に
つ
い
て
説
明

し
、
午
前
の
講
義
を
終
了
し
た
。

　
午
後
は
、
株
式
会
社
イ
ン
ソ
ー

ス
か
ら
江
連
恵
美
講
師
を
招
き

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
と
し
て
、

あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
電
話
対
応
な

ど
の
講
義
を
受
け
た
。
次
に
「
総

合
政
策
部
の
活
動
」
で
は
、
遠
藤

飾
総
合
政
策
部
長
が
講
師
を
務

め
、
後
継
者
の
確
保
・
育
成
や
船

員
税
制
な
ど
主
要
な
政
策
課
題
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
続
い
て
「
国
際
局
の
活
動
」
と

し
て
、
豊
滿
芳
弘
Ｉ
Ｔ
Ｆ
イ
ン
ス

ペ
ク
タ
ー
が
講
師
を
務
め
、
国
際

運
輸
労
連
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）
や
Ｆ
Ｏ
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、
２
日
間
す
べ
て
の
講
義
を

終
え
た
。

　
最
後
に
修
了
式
が
行
わ
れ
、
小

川
浩
一
九
州
関
門
地
方
支
部
在
籍

専
従
執
行
部
員
が
研
修
生
代
表
と

し
て
齋
藤
洋
中
央
執
行
委
員
か
ら

修
了
証
書
を
受
け
取
り
、
第
79
年

度
新
任
執
行
部
員
研
修
会
を
終
了

し
た
。

　
６
月
３
日
〜
４
日
の
２
日
間
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー

ト
東
京
に
お
い
て
、
第
79
年
度
新
任
執
行
部
員
研
修
会
を
開

催
し
た
。
今
回
は
、
新
た
に
執
行
部
員
と
な
っ
た
10
人
が
参

加
し
、
執
行
部
員
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
こ
れ
か
ら

組
合
員
の
た
め
の
執
行
活
動
に
取
り
組
む
べ
く
、
組
合
活
動

の
基
礎
を
学
ん
だ
。

ビジネスマナーの演習ビジネスマナーの演習ビジネスマナーの演習

講義のようす講義のようす講義のようす

　
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お

け
る
海
賊
対
処
の
た
め
、
自
衛
隊

お
よ
び
海
上
保
安
庁
が
海
賊
対
処

活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
６
月
３

日
、
海
上
自
衛
隊
呉
地
方
総
監
部

に
お
い
て
、
派
遣
海
賊
対
処
行
動

水
上
部
隊
（
48
次
）
の
ソ
マ
リ
ア

沖
・
ア
デ
ン
湾
に
向
け
た
出
国
行

事
が
開
催
さ
れ
、
本
組
合
か
ら
池

谷
義
之
国
際
局
長
を
は
じ
め
外
航

職
場
委
員
２
人
を
含
む
計
４
人
が

出
席
し
た
。

　
第
48
次
派
遣
部
隊
の
海
賊
対
処

行
動
に
は
、
第
４
護
衛
隊
の
「
さ

み
だ
れ
」
が
任
務
に
就
い
た
。

　
本
船
に
は
海
上
保
安
官
８
人
を

含
む
自
衛
隊
乗
組
員
約
２
０
０
人

が
乗
船
し
た
。

　
出
国
行
事
で
は
、
齋
藤
聡
自
衛

艦
隊
司
令
官
か
ら
「
国
際
情
勢
は

非
常
に
流
動
的
で
派
遣
先
の
海
域

で
は
不
測
の
事
態
が
起
き
る
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
で
任
務
の
完
遂
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
来
賓
紹
介
の
際
に
は
、

船
員
と
そ
の
家
族
を
代
表
し
て
池

谷
義
之
国
際
局
長
か
ら
、
護
衛
艦

乗
組
員
の
守
護
活
動
に
対
す
る
感

謝
の
意
を
伝
え
た
。

　
護
衛
艦
が
出
港
す
る
際
に
は
、

派
遣
隊
員
の
家
族
な
ど
多
く
の
関

係
者
が
見
守
る
な
か
、
長
期
間
護

衛
任
務
に
就
く
乗
組
員
に
対
し
て

「
あ
り
が
と
う
！　
自
衛
隊
海
上

保
安
庁
」
の
横
断
幕
を
広
げ
て
見

送
っ
た
。

　
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の

海
域
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
結
び
、
昨
年
に
お
い
て
は
約

１
８
０
０
隻
の
日
本
関
係
船
舶
が

航
行
し
て
い
る
、
海
上
輸
送
の
要

所
と
な
っ
て
い
る
。
派
遣
海
賊
対

処
水
上
部
隊
は
、
海
賊
対
処
法
に

基
づ
き
、
護
衛
艦
乗
組
員
と
海
上

保
安
官
で
編
成
さ
れ
、
こ
の
海
域

を
航
行
す
る
船
舶
の
護
衛
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
広
大
な
海
域
に

お
け
る
海
賊
対
処
を
効
果
的
に
行

う
た
め
、
派
遣
海
賊
対
処
行
動
航

空
隊
を
現
地
に
派
遣
し
て
海
賊
の

監
視
警
戒
を
実
施
し
て
い
る
。

　
同
海
域
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

活
動
に
よ
り
、
２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）
に
２
０
０
件
以
上
あ

っ
た
海
賊
事
案
が
、
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）
に
は
つ
い
に
０
件

と
な
り
、
そ
の
後
は
若
干
の
増
減

は
あ
る
も
の
の
状
況
は
沈
静
化
し

つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）11
月
中

旬
に
発
生
し
た
日
本
船
社
が
運
航

す
る
一
般
商
船
に
対
す
る
武
装
組

織
の
拿
捕
事
件
以
降
、
ソ
マ
リ
ア

沖
・
ア
デ
ン
湾
で
は
武
装
し
た
海

賊
に
よ
る
襲
撃
事
件
が
再
発
し
て

お
り
、
海
賊
等
事
案
の
早
期
根
絶

に
向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

派遣海賊対処行動

第48次派遣部隊の出国行事第48次派遣部隊の出国行事
——守ってくれてありがとう守ってくれてありがとうーー
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２
０
２
４
年
６
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
39
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
４
年
６
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
39
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
４　
　
関
西

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
宮
本　
祐
介　
名
古
屋
支
部

在
籍
専
従
執
行
部
員

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
８
０　
　
中
部
地
区
沿
海
Ｂ
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
伊
東　
良
和　
　
志
摩
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

船
長

以　
上

　
北
太
平
洋
の
北
緯
40
度
、
西
経

１
７
５
度
付
近
の
漁
場
へ
は
、
約

10
日
間
を
か
け
て
航
走
し
、
漁
模

様
が
順
調
で
あ
れ
ば
、
７
月
下
旬

に
初
水
揚
げ
の
予
定
と
な
る
。

　
ア
カ
イ
カ
漁
は
、
こ
の
時
期

に
八
戸
港
か
ら
も
出
漁
し
て
お

り
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
不
漁
が
続
く

中
、
近
年
は
ア
カ
イ
カ
漁
が
安
定

的
な
漁
獲
量
に
推
移
し
て
お
り
、

第
七
十
八
寿
々
丸
・
菊
地
耕
二
漁

労
長
は
「
漁
場
が
遠
い
こ
と
か
ら

後
戻
り
は
で
き
な
い
。
万
全
を
期

し
て
漁
に
励
み
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
日
本

海
ス
ル
メ
イ
カ
漁
も
順
次
出
漁
す

る
。
新
鮮
な
イ
カ
の
水
揚
げ
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
５
月
18
日
、
函
館
港
か
ら
北
太
平
洋
ア
カ
イ
カ
漁
の
た
め
、

中
型
い
か
釣
り
漁
船
の
第
七
十
八
寿
々
丸
（
寿
々
丸
漁
業
）、

第
八
十
五
興
福
丸
（
八
田
漁
業
・
東
北
地
方
支
部
担
当
）
が
出

港
し
た
。
ま
た
５
月
21
日
に
は
第
六
十
五
盛
漁
丸
（
小
原
漁
業

部
）
が
出
港
し
、
多
く
の
市
場
関
係
者
と
乗
組
員
の
家
族
が
見

送
り
、
安
全
航
海
・
安
全
操
業
を
祈
っ
た
。

　
八
戸
地
区
の
中
型
い
か
釣
漁
船
は
、
先
陣
を
切
っ
て
５
月
15

日
に
２
隻
、
18
日
に
は
14
隻
が
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
漁
の
た
め
、
西

経
漁
場
に
向
け
出
港
し
た
。

道南支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

函
館
港
か
ら

函
館
港
か
ら

中
型
い
か
釣
り
漁
船

中
型
い
か
釣
り
漁
船

八
戸
港
か
ら

八
戸
港
か
ら

中
型
い
か
釣
り
漁
船

中
型
い
か
釣
り
漁
船

八戸支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

　
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
景
気

付
け
の
和
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ

れ
、出
港
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
乗
組
員
の
家
族
や
関
係
者

が
集
ま
り
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

る
な
ど
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。

　
各
船
は
正
午
を
過
ぎ
る
と
汽
笛

を
鳴
ら
し
、
五
色
の
テ
ー
プ
を
な

び
か
せ
な
が
ら
出
港
、
見
送
り
に

来
た
家
族
は
岸
壁
か
ら
「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」「
気
を
つ
け
て
」

な
ど
と
声
を
掛
け
見
送
っ
た
。

　
日
付
変
更
線
付
近
の
漁
場
ま
で

約
10
日
間
航
行
し
、
２
カ
月
間
程

度
操
業
を
行
い
、
７
月
下
旬
に
帰

港
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

３
隻
３
隻
がが
出
港
出
港

1616
隻隻
がが
出
港
出
港

イカのシーズン到来イカのシーズン到来イカのシーズン到来
安全航海・安全操業・大漁を祈る安全航海・安全操業・大漁を祈る

第八十五興福丸第八十五興福丸第八十五興福丸

第七十八寿々丸第七十八寿々丸第七十八寿々丸

第六十五盛漁丸第六十五盛漁丸第六十五盛漁丸
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小
名
浜
海
星
高
等
学
校

　
２
０
２
１
年
４
月
、
小
名
浜
高

等
学
校
と
い
わ
き
海
星
高
等
学
校

が
統
合
し
、
普
通
科
・
商
業
科
・

水
産
科
を
有
す
る
職
業
教
育
推
進

校
と
し
て
開
校
し
た
。

　
水
産
科
に
は
▽
海
技
士
（
航

海
）
な
ど
の
資
格
取
得
に
向
け
て

学
習
し
て
い
く
海
洋
科
▽
水
産
物

の
製
造
・
販
売
に
関
す
る
学
習
を

通
じ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
基
本
技
能
検

定
な
ど
の
資
格
を
取
得
で
き
る
食

品
シ
ス
テ
ム
科
▽
ド
ロ
ー
ン
な
ど

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
無
線

技
術
を
実
践
的
に
学
習
し
、
無
線

通
信
士
や
無
線
技
士
な
ど
の
資
格

を
取
得
で
き
る
情
報
通
信
科
▽
舶

込
ん
だ
。
約
50
日
間
の
太
平
洋
海

域
に
お
け
る
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄

漁
航
海
実
習
に
向
か
う
た
め
で
、

７
月
３
日
に
帰
港
予
定
。

　
見
送
り
に
訪
れ
た
関
係
者
や
家

族
は
、
実
習
生
と
短
い
会
話
を
交

わ
し
な
が
ら
、
共
に
航
海
の
安
全

を
願
っ
て
い
た
。

　
式
で
は
、
中
沢
春
雄
副
校
長
が

「
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
実
習
に
臨

ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
実

習
生
代
表
の
橋
本
祐
月
さ
ん
が

「
仲
間
と
協
力
し
て
無
事
に
戻
っ

て
く
る
」と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

　
本
船
は
天
候
不
良
の
た
め
出
港

を
見
送
っ
た
が
、
翌
17
日
９
時
に

は
小
名
浜
港
を
出
港
し
た
。

用
機
関
や
機
械
設
計
に
関
す
る
学

習
を
通
じ
、
海
技
士
（
機
関
）
な

ど
の
資
格
を
取
得
で
き
る
海
洋
工

学
科
―
の
４
学
科
が
あ
る
。

　
ま
た
、
小
名
浜
海
星
高
等
学
校

は
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

専
攻
科
に
は
海
洋
・
無
線
通
信
・

機
関
の
３
つ
の
学
科
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
卒
業
生
は
、
学
校
で
の

学
び
を
経
て
高
度
な
知
識
と
技
術

を
習
得
し
た
即
戦
力
と
し
て
、
業

界
で
活
躍
し
て
い
る
。

出
港
式
の
翌
日
に
出
港

　

５
月
16
日
の
出
港
式
当
日
、

「
福
島
丸
」
に
専
攻
科
海
洋
科

１・２
年
生
10
人
、
専
攻
科
機
関

科
２
年
生
５
人
の
計
15
人
が
乗
り

小名浜
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

「福島丸」出港
小名浜港から遠洋航海へ小名浜港から遠洋航海へ

気仙沼
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
船
内
見
学
会

　
５
月
16
・
17
日
、
気
仙
沼
市
内

の
小
中
学
校
に
今
年
度
赴
任
し
た

教
職
員
30
人
ほ
ど
が
「
第
８
昭
福

丸
」
の
船
内
を
見
学
し
た
。

　
市
の
教
育
委
員
会
が
、
水
産
業

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

企
画
。
同
委
員
会
は
別
日
に
、
小

学
生
向
け
の
企
画
も
用
意
し
た
。

　
参
加
し
た
教
職
員
は
設
備
を
見

た
り
、
船
上
生
活
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
り
し
て
、
地
元
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
。「
子
ど

も
た
ち
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

出
港
式

　
６
月
２
日
の
「
第
８
昭
福
丸
」

出
港
式
に
は
、
乗
組
員
の
家
族
や

関
係
者
、
約
２
０
０
人
が
見
送
り

に
駆
け
付
け
た
。

　
式
で
は
小
松
正
文
漁
労
長
が

「
見
送
り
、
あ
り
が
と
う
。
乗
組

員
全
員
で
力
を
合
わ
せ
、
ミ
ナ
ミ

マ
グ
ロ
漁
を
し
て
く
る
。
い
っ
て

き
ま
す
！
」
と
、
力
強
く
あ
い
さ

つ
し
た
。
見
送
る
人
々
か
ら
「
気

を
つ
け
て
」「
マ
グ
ロ
を
た
く
さ

ん
と
っ
て
き
て
ね
」
な
ど
と
声
が

掛
け
ら
れ
る
中
、
本
船
は
出
港
し

た
。
イ
ン
ド
洋
で
10
カ
月
ほ
ど
操

業
す
る
予
定
。

■

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
業

　
１
２
０
総
ト
ン
以
上
の
動
力

漁
船
が
、
浮
き
は
え
縄
漁
具
を

使
用
し
て
マ
グ
ロ
な
ど
を
漁
獲

す
る
。
国
内
の
他
、
ラ
ス
パ
ル

マ
ス
や
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
な
ど
の

外
地
を
基
地
と
し
て
、
半
年
か

ら
一
年
以
上
の
長
期
航
海
を
行

う
。

　
社
会
的
役
割
と
し
て
▽
刺
身

用
天
然
マ
グ
ロ
の
安
定
供
給
▽

雇
用
機
会
の
提
供
▽
関
連
産
業

を
含
め
た
地
域
経
済
へ
の
貢
献

▽
太
平
洋
島
し
ょ
国
な
ど
へ
の

入
漁
を
通
じ
た
漁
業
協
力
に
よ

る
国
際
的
貢
献
―
を
担
っ
て
い

る
。

■

ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
操
業
の
特
徴

　
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
は
主
に
南
緯

30
度
以
南
に
分
布
し
、
タ
ス
マ

ン
沖
、
南
イ
ン
ド
沖
、
ケ
ー
プ

沖
の
３
つ
の
漁
場
が
存
在
す

る
。

　
資
源
管
理
の
た
め
、
国
別
に

漁
獲
枠
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
。
漁
獲
し
た
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ

に
は
、
一
尾
ず
つ
固
有
の
番
号

の
タ
グ
を
付
け
て
、
流
通
時
ま

で
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、
厳
格
な
資
源
管
理
措
置
が

取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
措
置
が

功
を
奏
し
、
近
年
は
資
源
量
の

増
加
が
見
ら
れ
、
漁
獲
枠
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
漁
場
は
「
吠

え
る
40
度
」
と
呼
ば
れ
、
荒
天

や
暴
風
が
多
い
。
ま
た
操
業
中

以
外
も
、
大
き
く
揺
れ
る
環
境

で
の
生
活
と
な
る
こ
と
か
ら
、

乗
組
員
の
安
全
に
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

■

マ
グ
ロ
と
気
仙
沼

　
気
仙
沼
に
は
リ
ア
ス
式
海
岸

の
波
静
か
な
天
然
の
良
港
に
加

え
、
造
船
所
・
機
械
鉄
鋼
・
無

線
・
漁
具
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
連
業
者
が
多
く
存
在
す
る
。

そ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
で

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
業
は
、

古
く
か
ら
盛
ん
に
営
ま
れ
て
き

た
。

　
気
仙
沼
港
は
遠
洋
マ
グ
ロ
漁

業
の
一
大
基
地
と
し
て
、
地
元

の
み
な
ら
ず
全
国
の
マ
グ
ロ
船

に
利
用
さ
れ
る
。
平
成
の
初
め

に
は
漁
船
の
隻
数
、
漁
獲
量
、

水
揚
高
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。

練習船

「第８昭福丸」「第８昭福丸」
気仙沼港出港気仙沼港出港

遠洋マグロ遠洋マグロ
はえ縄漁船はえ縄漁船

　
５
月
16
日
に
小
名
浜
港
で
、練
習
船「
福
島
丸
」（
６
６
５
総
ト
ン
）の
出
港
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。「
福
島
丸
」は
、い
わ
き
市
に
あ
る
福
島
県
立
小
名
浜
海
星
高
等
学
校
の
練
習
船
。翌
17
日
、

実
習
生
15
人
は「
福
島
丸
」に
乗
り
、太
平
洋
海
域
に
お
け
る
遠
洋
航
海
実
習
に
出
発
し
た
。

　
６
月
２
日
に
気
仙
沼
港
か
ら
、株
式
会
社
臼
福
本
店
の
遠
洋

マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船「
第
８
昭
福
丸
」(

４
０
９
総
ト
ン)

が
、ミ

ナ
ミ
マ
グ
ロ
漁
の
た
め
出
港
し
た
。

あいさつする小松正文漁労長あいさつする小松正文漁労長あいさつする小松正文漁労長
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業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
願

し
、
終
了
し
た
。

金
毘
羅
と
金
刀
比
羅

　
「
金こ

ん
ぴ
ら

毘
羅
」
大だ

い
ご
ん
げ
ん

権
現
は
香
川
県

仲な
か
た
ど

多
度
郡
琴こ

と
ひ
ら平

町
に
鎮
座
す
る

「
金こ

と
ひ
ら

刀
比
羅
」
宮ぐ

う
の
旧
称
。

　
金
毘
羅
と
は
本
来
、
イ
ン
ド
の

ガ
ン
ジ
ス
川
に
す
む
ワ
ニ
を
神
格

化
し
た
水
神
の
名
。
金
毘
羅
が

海
神
、
水
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、

讃さ
ぬ
き
ぞ
う
ず
さ
ん

岐
象
頭
山
に
鎮
座
の
神
と
神
仏

習
合
し
、
金
毘
羅
大
権
現
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
金
毘
羅
大
権
現
は
、
全
国
的
な

航
路
の
発
展
と
と
も
に
航
海
者
の

信
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
中

世
以
降
、
全
国
に
分
祀
さ
れ
た
。

　
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
、
神

仏
習
合
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
金
毘

羅
大
権
現
は
琴
平
神
社
と
な
り
、

同
年
７
月
に
は
金
刀
比
羅
宮
と
改

称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
５
月
28
日
、
あ
い
に
く
の
雨
と

な
っ
た
が
、
九
州
関
門
地
方
支
部

の
屋
上
に
祀
ら
れ
て
い
る
金
毘
羅

宮
に
お
い
て
、
金
毘
羅
安
全
祈
願

祭
を
開
催
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
中
止
あ
る
い
は
縮
小
し
執
り

行
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
実
に
５

年
ぶ
り
と
な
る
関
係
各
社
を
集
め

た
通
常
通
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
全
日
本
海
員
組

合
の
政
治
参
与
・
海
事
関
係
者
・

行
政
機
関
・
関
係
各
社
代
表
者
の

総
勢
40
人
が
参
列
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し

て
漢
那
太
作
九
州
関
門
地
方
支
部

長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
下
関
金

毘
羅
宮
の
宮
司
か
ら
ご
祈
祷
を
賜

り
、
参
列
者
の
代
表
者
が
順
に
玉

串
奉
奠
を
行
い
、
最
後
は
参
列
者

全
員
で
航
行
安
全
な
ら
び
に
海
運

高松支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事支部屋上で支部屋上で
金毘羅安全祈願祭金毘羅安全祈願祭

５年ぶりの通常開催５年ぶりの通常開催

中央は漢那太作九州関門地方支部長中央は漢那太作九州関門地方支部長中央は漢那太作九州関門地方支部長

奉納プロペラ奉納プロペラ奉納プロペラ

金
刀
比
羅
宮

金
刀
比
羅
宮

金
刀
比
羅
宮

左が泉谷さん左が泉谷さん左が泉谷さん

本殿本殿本殿

　
５
月
24
日
、
第
32
回
海
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
を
、
高
松
市
の
鮎
滝

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
組
合

員
や
Ｏ
Ｂ
、
海
事
関
係
者
な
ど
総

勢
22
人
が
参
加
し
て
開
会
。

　
開
会
式
で
は
主
催
者
を
代
表

し
、
遊
佐
清
和
高
松
支
部
長
が

「
関
係
各
位
の
協
力
が
あ
っ
て
、

今
年
度
も
大
会
を
開
催
で
き
た
。

あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
何
よ
り
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
、
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
、
大
会
が

始
ま
っ
た
。

　
当
日
は
、
日
頃
な
か
な
か
話
せ

な
い
仲
間
と
親
睦
を
深
め
る
い
い

機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
心

地
よ
い
天
気
の
も
と
和
や
か
に
ラ

ウ
ン
ド
し
、
軽
快
に
ド
ラ
イ
バ
ー

の
音
を
響
か
せ
て
い
た
。

　
仲
間
と
一
緒
に
プ
レ
ー
を
満
喫

し
た
後
は
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

で
順
位
を
決
定
。
瀬
戸
大
橋
総
合

開
発
株
式
会
社
の
泉
谷
鉄
男
さ
ん

が
、
グ
ロ
ス
89
、
ネ
ッ
ト
72
・
２

で
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
表
彰
式
で
泉
谷
さ
ん
は
「
今
日

機
関
紙
に

投
稿
し
ま
せ
ん
か

「
船
員
し
ん
ぶ
ん
」
は
組
合
員
（
家
族
）
の
皆
さ
ま
か

ら
の
原
稿
を
随
時
受
付
中
。
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。
採
用
さ

れ
た
方
に
は
薄
謝
進
呈
。

募
集
要
項

▽
募
集
期
間
＝
毎
月
15
日
頃
ま
で

▽
作
品
テ
ー
マ
＝
「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」
で
身
の
回

り
の
こ
と
や
本
紙
の
感
想
、「
み
ん
な
の
イ
ラ
ス
ト
」

で
季
節
の
絵
葉
書
や
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
、「
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
」
で
ふ
と
思
い
つ
い
た

ネ
タ
や
秘
蔵
の
ネ
タ
な
ど
、
自
由

▽
作
品
仕
様
＝
葉
書
サ
イ
ズ
で
原
則
縦
書
き

▽
応
募
資
格
＝
組
合
員
ま
た
は
組
合
員
家
族
で
あ
る

こ
と

▽
応
募
方
法
＝
応
募
作
品
の
裏
に
①
住
所
②
氏
名
（
ペ

ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
ご
家
族
の
場

合
は
組
合
員
ご
本
人
様
の
お
名
前
も
併
記
）
③
会
社
名

―
を
記
入
し
、
次
の
宛
先
に
郵
送
す
る

〒
１
０
４
―

０
０
５
３　

東
京
都
中
央
区
晴
海
４
―

７
―

28

ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
内　

全
日
本
海
員
組
合
広
報
室

▽
応
募
上
の
注
意
＝
応
募
は
未
発
表
、
未
公
開
で
、
応

募
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
る
。
必
要
事
項
の
記
入

が
な
い
も
の
、
第
三
者
を
誹
謗
中
傷
す
る
も
の
な
ど

は
、
受
付
で
き
な
い

優勝は瀬戸大橋総合開発の優勝は瀬戸大橋総合開発の
泉谷鉄男さん泉谷鉄男さん

の
天
候
と
、
同
じ
組
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
優
勝
で
き
、
感
謝
し
て

い
る
」
と
語
り
、
参
加
者
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
最
後
に
遊
佐
高
松
支
部
長
が

「
今
年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
、
皆
さ
ん
と
時
間
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
お
願
い
す
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
第
32
回
海
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
は
終
了
し
た
。

組
合
員（
家
族
）の
皆
さ
ん
へ

海員親睦ゴルフ大会開催海員親睦ゴルフ大会開催
仲間とプレー満喫仲間とプレー満喫
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